











しておく。[以下いずれも、 一部省略。句読点は「、」と foJに改変 ・統ー した。]
広辞苑第五版 (笹子辞書): 
入閣が自然に手を加えて形成してきた物心両面の成果。衣食住をはじめ技術・ 学問 ・芸















































































考えが提唱された。その中でも、グレン (SigridS. Glenn)による一連の議論 (Glenn，2003， 
2004ほか)には注目に値する理論的発展がある。その骨子は、 「行動とその結果Jという行動
随伴性の複合性を指摘した上で文化と文化的慣行を行動分析学的に定義し、 fマクロ随伴性









fそれがもたらす{原文では (itsJの部分)Jという時の fそれ (it)Jという代名関は、





Glenn (2004)は、 子どもの積み木遊びを例として、個々の反応とその直後の結果、 一連の
反応がもたらす結果の関係を図解している。さらに、ワープロソフトにおける一連の操作を例
として、個々の反応が入れ子構造 (nesting)や階層性 (hierarchicallineages) をなすことに
ついて論じている。
心理学の他領域では、「社会的学習Jと f個体の学習Jを区別する立場があるが、この点に
























































































いっぽう、メタ随f!j:性におけるlBCを変容させることも 1引ì~である 。 Glcnn (2004)はその












都合で、最近刊行された 『文化と尖践 心の本質的社会性を|潤うJ(石黒・QJ.悶， 2010)の中
の一部の記述にコメントを加えるだけにとどめる。
ちなみに、本書:を選んだのは
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